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はじめに

本書は 92歳の現役エコノミスト・佐貫利雄（東京大学工学博士・

名古屋大学経済学博士）と、新進気鋭の社会保険労務士でありコンサ

ルタントでもある、佐貫総一郎との合作である。本著の出版について

は、湯本長伯学兄（前九州大学大学院教授）の特段の尽力によって、

日の目を見ることができた。また青山ライフ出版社高橋範夫社長には、

多くの図表を始め原稿を見事に収めていただいた。ここに深甚なる謝

意を表したい。

本書は 20 年後の「人口減少時代における日本の都市と経済」、さ

らには社会や企業の成長と自然淘汰を本音ベースで、数字の裏付けと

予測によって論証したもので、４つのパートから構成されている。

第Ⅰ章は変わりゆくあこがれ―所得水準上昇と欲望の変化につい

て、戦後 70年間を 9つの段階に分けて欲望・あこがれがどのように

変わったかを論じた。

第Ⅱ章では「日本が直面する 4大課題」を

　第１の課題『エネルギー安全保障』

　第 2の課題『軍事的安全保障』

　第 3の課題『膨大な国債処理問題』

　第 4の課題『人口減少の問題』　　とし、

これらが日本の直面し避けて通れない大きな課題として論じた。こ

こでもタブーを恐れずに辛口の論述を行ってみた。

第Ⅲ章は「日本企業の勝者と敗者」を 7業種 80社の経常利益率の

中期ランキングによって未来に生き残れる企業はどこか、また自然淘

汰される企業はどこかをランキングの推移によって読者に暗示してみ

た。

結論としては、これからの人口減少時代には正反合といった『対立

構造社会』からオーケストラのようにそれぞれの特色を生かして交響

曲を奏でる『同化構造社会』を目指すべきであるし、リーダーの要件
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は「左翼か右翼か」といった視点ではなく、『私欲か無欲か』によっ

て評価する社会を選択しなければならなくなっているということであ

る。
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太平洋戦争の終結から 70年が経過し、戦中派の人々が年々歳々減

少しつつある。その 70 年間を振り返ってみると、70 年前の日本の

経済規模は僅かに 20 兆円（実質ベース）にすぎなかった。この 70

年間で 26.9 倍の 538 兆円になったわけであるから多くの事柄が大き

く変化するのも当然である。

その第一は日本の経済力である。アジアの後進国が中進国に、そし

て先進国、さらに経済大国へと発展成長し、“ジャパン・アズ・ナンバー

ワン ”といわれるまでになった。

では、一人当たりの分配所得、すなわち所得水準の上昇と共に、「欲

望」と言うかそれとも「あこがれ」と言える事柄をめぐってどのよう

な変化があったか記してみよう。

まず第 1に、1945 年の所得水準は 14ドルであったが、70年後の

2015 年には 36,917 ドルになったわけだから＄表示の名目ベースで

あっても 2637 倍にも上昇したことになる。だから、一言で言えば、

言葉は悪いが「乞食から貴族になった」ようなものである。

〔Ⅰ〕変わりゆく“あこがれ”
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しかし、物は豊かになったが、心は貧しくなったのではないかとも

言われはじめた。

そこで、昭和 20年から今日までの所得水準の上昇とあこがれがど

のように変わってきたかを『9つの時代』にわけて検証してみよう。

（1）14ドル経済の時代（1945年・昭20　銀めし時代）
昭和 20 年の所得水準は 14 ドル / 人であった。貧困のドン底に突

き落とされたわけであるから物資不足どころではなく食糧不足の危機

に直面して “ 飢餓 ” との戦いを続けなければならなかった。軍事的戦

いから飢餓との戦いの時代に移行し、街では「米よこせ大会」が開か

れるという具合であったから国民になにが欲しいですかと問うと、“銀

めし ”・“ シャリめし ” が欲しいと。銀めしと味噌汁とたくわんをた

らふく食べさせてもらえば不平は申しませんという時代であった。

そのときに国民が食べていたものは「すいとん汁」であった。

未来学者のトフラーやフーラスティ教授にこのことを話したところ

「すいとん汁」とはどのようなものかと聞かれたので “ ポタージ ” の

ようなものだと伝えたところ、「おいしいでしょうね」と言われました。

そこで、とんでもない、「すいとん汁」は夫婦げんかのようなもの

と言いましたら、それはどういう意味ですかと聞かれましたので、「夫

婦げんかは犬も食わない」という日本の諺があります。要するにドッ

クフード以下のものを日本国民は当時食べて「飢え」をしのんでいた

のですと。

その当時は、結婚式で出された酒は「どぶろく」でした。

当時の乗用車保有台数は 3万台、しかも、ガソリンで走るのでは

なく木炭をエネルギーとして走る『木炭車』というものでした。

ですから、当時の花形産業は「米産業」であり、農家だったので、人々

の日々の生活は衣料と米の物々交換の時代でもありました。

当時の裁判官でお米の統制法を犯すことはできないということで山

口判事は餓死したわけです。筆者の親類の判事は女房が金側時計や衣
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類などをお米と交換して食を支えたので生き残ることができたわけで

す。

（2）113ドル経済の時代（1950年・昭25　３白時代）
それから 5年後の昭和 25 年になると 113 ドル経済になり、銀め

しも欲しいが「純綿の布地」が欲しいという時代になった。なぜか。

衣類と米を物々交換して生命を支えてきたので、タンスの中の衣類が

底をつき始めた。しかし、入手できる衣料はステーブルファイバーで

あり、それも「衣料切符」がないと買うことができませんでした。洗

濯してしぼると “ スダレ ” のようになってしまうので、人々は耐久力

のある「純綿の布地」が欲望の対象となったのである。

このような社会の背景を映して花形産業は繊維・肥料・砂糖の３白

産業であった。鐘紡・東洋紡・大日本紡・日清紡が脚光を浴びた時代

である。

乗物は東洋工業（現在のマツダ）が生産していたオート三輪車のタ

クシー（俗名：バタンコ）が利用され、乗用車ではなくオートバイの

タクシーに乗っている心地であった。

勿論、大衆の食べていたものはすいとん汁から「麦めし」に変わっ

た。当時の大蔵大臣池田勇人が「貧乏人は麦飯をくえ」といって大問

題になったことを想い出すくらいである。

当時のお酒は日本酒やワインではなく「焼酎」であった。焼酎です

らなかなか手に入らなったので、なかには薬用アルコール（エチルア

ルコール）を水でうすめて飲むひとも多かったが、メチルアルコール

を水でうすめて飲み失明したり生命を落とした人も少なくなかった時

代である。

当時の１年間の大学入学者は 1.2 万人と少なく、大学進学率は極め

て低かったことが、小生の記憶に残っている時代である。
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（3）227ドル経済の時代（1955年・昭30　三種の神器時代）
昭和 30年、敗戦から 10年。苦難の途を辿ってやっと戦前水準の

経済に回復し、『もはや戦後ではない』といわれるまでになり、所得

水準は 227 ＄/ 人になった。

そのときに多くの国民は『三種の神器』が欲しいと言い始めた。白

黒テレビ・洗濯機・冷蔵庫を持ってお嫁に行くことが若いお嬢さん達

にとっての夢であり、あこがれであった。

かくて家電産業が花形産業となり、松下電器（現在のパナソニック）・

東芝・日立などが花形企業として脚光を浴びることとなった。

そのときの食生活を端的に表しているのが、「カレーライス」・「100

円亭主」という言葉であった。サラリーマンの昼めし代と煙草代が

100 円ということが標準的な姿であったことを雄弁に物語っている。

戦前レベルに復帰したとはいえ飲むお酒はサントリーの “ トリス ”

であったから、新車の乗用車を求めることは不可能であった。中古外

車にお金持ちは乗っていたのが当時の現実であった。占領軍命令で朝

鮮戦争までは航空機は勿論のこと、自動車の生産ですら禁止されてい

た。したがって昭和 30年の乗用車生産台数は 2万台にすぎず、１台

の自動車を生産するのには 300 時間を要し、鋼板の質が悪かったた

め、プレスで絞ると割れが出るので、そこをアーク熔接機で熔接し、

ヤスリで研磨したうえで塗装するという具合であった。

ということは、日本では自動車産業は成り立たないということが常

識であった。

当時、日銀の一万田総裁は「自動車はアメリカから輸入すればよく、

日本での生産は不要である。」と語っていた。

しかし、筆者は、昭和 27年日本開発銀行（現在の日本政策投資銀

行）で日本を豊かにしうる産業は自動車産業であると信じ政策立案を

企画していた。そして、自動車を生産するためには、第 1に工作機械・

プレス・鍛造機械は勿論のこと、素材である鉄鋼・アルミの質を改善
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する必要があると考えていた。

当時日本の自動車メーカー（日産・トヨタ・いすずなど）が所有し

ていた工作機械は新しいものでも 20年以上昔のものであったし、自

動車の心臓であるエンジン切削用の中ぐり盤、トランスミッションの

スパーギヤーやディファレンシャルギヤーのベベルギアを切削する歯

切盤や研磨盤のほとんどがグリーソン・シンシナティ・クリンゲンベ

ルク・パウターといった欧米の工作機械メーカーの物であったから、

支那事変から大東亜戦争が終結するまでの 10年余の間は工作機械の

輸入は思うままにはならなかった。

それだけに老朽化が著しく日本の自動車メーカーの経過年数別工作

機械の保有台数を調査した結果をまとめて “ 愕然 ” とし、日本開発銀

行という国家の政策金融によって工作機械のスクラップ・アンド・ビ

ルトを促進するほかなしということになり、「機械振興法」が制定さ

れて自動車産業の育成が行われた。

そのときは、トヨタと日産の２社のみをチャンピオンとして育てる

しか余力なしという時代でもあった。

（4）735ドル経済の時代（1965年・昭40　3C時代、ペーパー・
ドライバー時代）
昭和 40年、この年は「証券パニック」で山一證券や山陽特殊鋼が

倒産した。投信の決算ができなくなるという「投信危機」に対処する

ために日銀は特融を行うと共に 1500 億円（当時としては大金であっ

た）にのぼる資金を証券保有組合に運用させて危機を脱出することが

できた。

このときに小林中（日本開発銀行総裁）が大和証券の千野株式部長

（後に会長）と大商証券の髙島陽株式部長（後に経済評論家）に證券

パニックを収拾するのにはいくら用意したらいいのかと問うたとき、

２人は 500 億円と答えたら、小林中は「その３倍の 1500 億円ぐら

いは必要ではないか」と一言言ったという。多分、池田総理・田中蔵


